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シンポジウム：『アメリカ 1890 年代―世紀末の苦悩と混乱 

 －＜昇り詰める者たち＞と＜這いずり蠢く人たち＞』 

 

移民状況について（1890 年代まで） 

河内裕二（明星大学） 

 

１．アメリカ移民史における「旧移民」と「新移民」 

「旧移民」 

建国から 1880 年代までの移民。西・北ヨーロッパからの移民。イギリス、アイルラ

ンド、ドイツ、北欧。1840 年代からアイルランド移民、ドイツ移民が増える。 

「新移民」 

19 世紀末から 20 世紀初頭にかけて急増した南・東ヨーロッパからの移民。イタリ

ア人、ユダヤ人、ポーランド人。1880 年代からイタリア移民、ユダヤ移民が徐々に

増え始め、20 世紀初頭に激増。 

 

２．移民は何を求めてアメリカにやって来たのか。 

移民統計から見えてくるもの。 

 

3. 移民後の生活 

移民局（キャッスル・ガーデン 1855 年から 1890 年。1892 年よりエリス島に移る。）貧

しい移民はニューヨークのロウアーサイドのテネメントに住む。人口過密。劣悪な住・労

働環境。病気や犯罪の温床。Tenement House Act (1867, 1879, 1901)。 

 

4. Jacob Riis, How the Other Half Lives (1890) （『向こう半分の人々の暮らし』） 

「社会を変えた」一冊の本。中産階級の人々の知らないテネメントの実態とそこに生きる

最下層の人々の生活を描いたノンフィクション作品。当時まだ珍しかった写真を取り入

れた写真ジャーナリズムで世の中に改革を訴えた。Jacob A. Riis (1849-1914) は 1870

年にデンマークからアメリカに移住。大企業の不正や政界の腐敗を暴いた 20 世紀初頭の

マックレーカーズ（Muckrakers）の先駆的存在。 

 

 



 

[資料] 

 

(1) アイルランド移民の推移 (1825-1890) 

 

 

 

(2) ドイツ移民の推移 (1820-1980) 

 

 

 

 

 

 



 

(3) イタリア移民の推移 (1821-1904) 

 

 

 

 

 

(4) アメリカのユダヤ人口の推移 (1820-1980) 
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(5) 移民数の変遷 (1870-1920) 

 

 

(6) テネメント（Tenement House Act 1879 後） 

 

 

 

 



 

4. Jacob Riis, How the Other Half Lives (1890) （『向こう半分の人々の暮らし』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1971 年に Dover Books から出版された版。 

（オリジナルの写真が多数収録されている。） 

(Jacob Riis, How the Other Half Lives, Dover Edition published 1971) 

  

[収録されている写真] 

 

    写真を絵にしたもの 

初版出版時の印刷技術では写真が鮮明に印刷できないため挿絵が使われた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


